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（論文審査の要旨） 

ケルセチンはフラボノイドの一種で、本物質の経口摂取によりアレルギー性鼻炎の症状が緩

和されることが報告されているものの、その機序については不明である。本研究ではアレルギ

ー性鼻炎ラットを用い、鼻症状の発現と関連している神経原性炎症に及ぼすケルセチンの効果

を鼻汁中の神経ペプチド濃度を測定することによって検討した。 

ラットにトルエンイソチオシアネート（TDI）を点鼻し、感作ラットを作製した。感作 5 日目

から 1 日 1 回、各種濃度のケルセチンをラットに経口投与、TDI を攻撃点鼻し、鼻掻並びにク

シャミ回数を数えるとともに鼻汁中の SP(サブスタンス P）、CGRP(カルシトニン遺伝子関連物

質）、NGF(神経増殖因子)濃度を調べた。25mg/kg 以上のケルセチンを 5 日間投与したラットで

は、クシャミ回数と鼻掻き回数並びに神経ペプチドの鼻汁中濃度が対象と比較し有意に減少し

た。 

これらの結果はケルセチンが神経原性炎症の発現を抑制し、アレルギー性鼻炎の症状緩和を

もたらしていることを明示していることから、本論文はアレルギー性鼻炎に対するサプリメン

トによるセルフメディケーションのエビデンスとなる新たな知見を公表おり、博士（保健医療

学）の学位に値すると判定した。 
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